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日頃より、桐生ガスをご利⽤いただきまして、誠にありがとうございます。 

このたび、当社は「国際石油開発帝石株式会社」から国産天然ガスと輸入ＬＮＧ（液化天然ガス）をあわせた都市ガ

スの原料を購入しておりますが、２０２０年４月１日より輸入ＬＮＧの混入割合が引き上げられることに伴い、２０

２０年４月１日より、原料費調整制度※1 の基礎となる基準平均原料価格※2 および単位料⾦の換算係数※3 を変更し、

ガス料⾦の基準単位料⾦を改定させていただきます。 

なお、改定前の調整単位料⾦※4 と改定後の基準単位料⾦は変更ございません。 

何卒ご理解のうえ、引き続き桐生ガスをご愛顧くださいますようお願い申し上げます。 
※1 原料費調整制度とは 

・為替レートや輸⼊原料価格の変動などによる原料費の変動をすみやかに毎⽉のガス料⾦に反映させる制度です。 

 

※2 基準平均原料価格の変更 

・旧基準平均原料価格 ３８，９１０円／トン（２０１６年３⽉ 〜 ５⽉期の貿易統計値） 

 旧ＬＮＧ原料構成⽐  ０．９７７１    旧ＬＰＧ原料構成⽐ ０．０４７４ 

・新基準平均原料価格 ５４，６９０円／トン（２０１９年６⽉ 〜 ８⽉期の貿易統計値） 

 新ＬＮＧ原料構成⽐  ０．９７１１    新ＬＰＧ原料構成⽐ ０．０４６０ 

 

※3 単位料⾦の換算係数（原料価格が１００円変動したときのガス１㎥あたりの換算係数）の変更 

・旧単位料⾦の換算係数 ０．０７４円／㎥ 

・新単位料⾦の換算係数 ０．０７５円／㎥ 

 

※4 調整単位料⾦とは 

・調整単位料⾦ ＝ 基準単位料⾦ ± 原料費調整額 

 

○ガス⼩売供給約款（⼀般契約）のガス料⾦改定について 

●旧料⾦表 

料⾦区分 使⽤量 基本料⾦(税込) 
調整単位料⾦（税込・1 ㎥あたり） 

基準単位料⾦ 原料費調整額 計 

A 0〜25 ㎥   792.00 円 147.58 円 

+13.10 円 

160.68 円 

B 26〜250 ㎥ 1,071.40 円 136.42 円 149.52 円 

C 251 ㎥以上 2,957.90 円 128.87 円 141.97 円 

※旧料⾦表は、２０１９年１１月に適⽤された料⾦となります。 

 

●新料⾦表 

料⾦区分 使⽤量 基本料⾦(税込) 
調整単位料⾦（税込・1 ㎥あたり） 

基準単位料⾦ 原料費調整額 計 

A 0〜25 ㎥   792.00 円 160.68 円 

±0.00 円 

160.68 円 

B 26〜250 ㎥ 1,071.40 円 149.52 円 149.52 円 

C 251 ㎥以上 2,957.90 円 141.97 円 141.97 円 

※原料費調整額は、毎月変わります。「ガスご使⽤量のお知らせ（検針票）」や当社ホームページ等でお知らせいたします。 
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ガス料金改定に関するお知らせ 
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